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関西外国語大学  インターナショナル・コミュニケーション・センター
日建設計　勝山太郎、多喜茂、若江直生、白井尚太郎

「関西外大ルネサンス2009」の第２期整備計画の一環として現
中宮キャンパス近接地に開設された本施設は、英語教育をベースに
学生、留学生、地域住民、社会人の知的交流を図ることを目的とした、
地域、世界に開かれた新しい教育の創造・創発の場としての
施設である。
深い庇に守られた透明感あるファサードで内部の活気が表通りや
中庭に溢れ出す計画とし、地域住民参加イベントなどの先駆的取
り組みや活動を広く街や社会にアピールする、ショーケースとしての
デザインを志向した。
内部は上層階にずれながら広がっていく緑豊かな中庭を中心に、
イベントや日常のコミュニケーションを誘発する場、仕掛けを多く盛り
込み、国籍や世代を越える知的刺激に満ちた交流空間とすること
を目指した。
また、共用部天井は豆砂利を仕込み特殊工法で鏡面仕上げとした
ＧＲＣとし、２辺支持ガラスを通して内外連続とすることにより、周囲
の緑や通りの賑わい、学生の動きなどが庇を介して柔らかく天井に
映し込まれ、緑豊かな中庭・外部空間との一体感を感じる光にあふ
れた快適な学習空間を実現した。
撮影：古田雅文　第33回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
勝山　太郎 1990年 日建設計入社
  現在 設計部 設計部長
多喜　　茂 1991年 日建設計入社
  現在 設計部 設計主管
若江　直生 2006年 日建設計入社
  現在 設計部
白井尚太郎 2009年 日建設計入社
  現在 設計部

■建物データ
設　　計：株式会社日建設計
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪府枚方市上野3-600-4
用　　途：大学
竣　　工：2012年7月
構造規模：S造、一部SRC造
　　　　　地下1階、地上4階
敷地面積：4,910.77㎡
建築面積：2,925.95㎡
延床面積：9,809.69㎡
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

二
〇
一
三
年
夏
、
生
誕
一
〇
〇
年
を
迎
え
た
建

築
家
・
丹
下
健
三
︵
一
九
一
三
～
二
〇
〇
五
年
︶

の
歩
み
を
振
り
返
る
建
築
展
が
、
彼
の
代
表
作
と

し
て
知
ら
れ
る
香
川
県
庁
舎
︵
一
九
五
八
年
︶
の

あ
る
高
松
市
の
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催

さ
れ
た
。
そ
の
関
連
行
事
と
し
て
催
さ
れ
た
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
彼
の
教
え
子
の
一
人
で
あ
る

槇
文
彦
氏
が
国
立
屋
内
総
合
競
技
場
の
世
界
遺
産

化
を
目
指
そ
う
と
発
言
し
、
会
場
は
賛
同
の
拍
手

に
沸
い
た
。
印
象
的
な
光
景
だ
っ
た
。
槇
氏
は
、

吊
屋
根
構
造
に
よ
る
内
外
の
空
間
が
一
体
と
な
っ

た
そ
の
造
形
が
、
す
で
に
世
界
遺
産
と
な
っ
て
い

る
シ
ド
ニ
ー
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
︵
ヨ
ー
ン
・
ウ
ッ

ソ
ン
、
一
九
七
三
年
︶
を
凌
ぐ
世
界
的
な
傑
作
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、

竣
工
か
ら
五
〇
年
を
迎
え
、
す
で
に
歴
史
的
存
在

と
も
言
え
る
こ
の
建
物
の
誕
生
ま
で
の
経
緯
と
建

築
的
な
意
味
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

丹
下
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
関
わ
り
始
め
た
の

は
、
一
九
三
七
年
、
学
生
だ
っ
た
日
中
戦
争
下
に

始
ま
る
。
お
り
し
も
、一
九
四
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
の
開
催
都
市
に
東
京
が
決
ま
り
、
彼
の
恩

師
で
あ
る
東
京
帝
国
大
学
教
授
・
岸
田
日
出
刀
が

独
立
直
後
の
前
川
國
男
に
各
種
競
技
場
の
検
討
図

の
作
成
を
依
頼
し
た
。
丹
下
は
前
川
事
務
所
へ
通

い
、
そ
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
、
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
岸
田
は
若
き
丹
下

の
才
能
を
見
抜
い
た
の
だ
ろ
う
。
卒
業
後
、
前

川
事
務
所
の
所
員
と
な
っ
た
丹
下
を
指
名
し
、
戦

争
に
よ
っ
て
幻
に
終
わ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
唯

一
の
形
見
と
し
て
建
設
さ
れ
た
岸
記
念
体
育
会
館

︵
一
九
四
二
年
︶を
担
当
さ
せ
て
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る
。

　

そ
れ
か
ら
戦
争
を
挟
ん
で
時
を
経
た
一
九
五
九

年
、
再
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
が
決
定
し
、

競
技
場
建
設
の
責
任
者
に
返
り
咲
い
た
岸
田
は
、

迷
う
こ
と
な
く
、
東
京
大
学
助
教
授
と
な
っ
た
丹

下
を
設
計
者
に
指
名
す
る
。
そ
し
て
、
戦
時
下
に

主
競
技
場
の
敷
地
と
し
て
強
く
望
ん
だ
も
の
の
、

陸
軍
の
強
い
反
対
に
あ
っ
て
撤
回
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
代
々
木
練
兵
場
の
跡
地
に
、
こ
の
競
技
場
の

建
設
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

瞬
間
に
、
戦
争
を
乗
り
越
え
て
戦
後
復
興
を
果
た

し
、
国
際
社
会
へ
の
復
帰
と
平
和
を
希
求
し
た
人

び
と
の
思
い
と
岸
田
と
丹
下
の
建
築
家
と
し
て
の

使
命
感
と
が
一
つ
に
実
を
結
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
競
技
場
は
ど
の
よ
う
に
設
計
さ
れ

て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
丹

下
の
下
で
設
計
チ
ー
フ
を
務
め
た
神
谷
宏
治
の
証

言
に
よ
れ
ば
、
大
き
く
両
側
に
口
を
開
け
た
大
屋

根
の
組
合
せ
か
ら
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
造
形
は
、
大

勢
の
観
客
を
ス
ム
ー
ズ
に
内
部
へ
と
誘
導
し
、
安

全
に
避
難
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
、

と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
の
だ
と
い

う
。
竣
工
直
後
、
丹
下
自
身
も
、
設
計
プ
ロ
セ
ス

を
振
り
返
っ
た
文
章
の
中
で
、﹁
主
体
育
館
の
巨

大
な
空
間
を
支
え
る
構
造
﹂
を
ど
う
す
る
の
か
、

が
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
と
記
し
、﹁
い
ろ
い
ろ

な
可
能
性
の
な
か
か
ら
︽
吊
構
造
︾
が
え
ら
ば
れ

た
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
意
図
さ
れ
た

の
は
構
造
的
な
解
決
方
法
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

続
く
文
章
の
中
で
、
丹
下
は
、
吊
構
造
を
選
択
し

た
根
拠
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
﹁
し
か
し
私
自
身
、決
定
的
に
こ
れ
に
ふ
み
き
っ

た
の
は
、
こ
の
構
造
が
︽
開
か
れ
た
空
間
︾
を
可

能
に
す
る
と
い
う
見
通
し
を
え
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
私
た
ち
は
、
構
造
形
式
と
は
独
立
に
、
初

期
の
こ
ろ
か
ら
、
こ
う
し
た
大
勢
の
人
び
と
を
迎

え
、
あ
る
い
は
送
り
出
す
と
い
っ
た
こ
と
を
必
要

と
す
る
空
間
は
、
そ
の
流
体
力
学
的
な
面
ば
か
り

で
な
く
、
心
理
的
な
意
味
に
お
い
て
も
、
な
に
か

開
口
部
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
。
逆
に
い

え
ば
、
閉
ざ
さ
れ
た
ス
タ
ン
ド
が
さ
ら
に
屋
根
に

よ
っ
て
覆
わ
れ
る
と
き
に
お
こ
る
閉
塞
感
を
排
除

し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
主
体

育
館
と
付
属
体
育
館
︱
あ
る
い
は
将
来
さ
ら
に
他

の
も
の
が
加
わ
る
場
合
に
︱
そ
れ
ら
相
互
の
関
係

づ
け
に
と
っ
て
、
開
い
た
形
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
点
を
考
慮
し
て
い
た
。﹂︵
丹
下
健
三
﹁
国
立
屋

内
総
合
競
技
場
の
設
計
を
か
え
り
み
て
﹂﹃
新
建

築
﹄
一
九
六
四
年
十
月
号
︶

　

こ
こ
に
読
み
取
れ
る
の
は
、
大
屋
根
に
覆
わ
れ

た
空
間
が
内
部
に
閉
じ
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
、

対
と
な
る
付
属
体
育
館
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将

来
周
囲
に
加
わ
る
で
あ
ろ
う
諸
施
設
も
含
め
て
、

外
部
へ
と
手
を
差
し
伸
べ
る
よ
う
な﹁
開
い
た
形
﹂

を
求
め
よ
う
と
す
る
設
計
意
図
で
あ
る
。丹
下
は
、

戦
後
復
興
と
平
和
の
象
徴
と
し
て
開
催
さ
れ
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
が
将
来
に
わ
た
っ
て
都
市
公
園

の
要
と
な
る
こ
と
ま
で
も
見
据
え
て
い
た
に
違
い

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
直
後

に
記
し
た
文
章
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
書

き
加
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　
﹁
し
か
し
、
問
題
は
今
後
に
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
典
型
的
な
状
況
を

念
頭
に
お
い
て
設
計
さ
れ
た
こ
の
建
物
が
、
ど
う

使
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。︵
中
略
︶
私

が
一
番
希
望
し
た
こ
と
は
、︵
中
略
︶
冬
季
も
水

泳
場
と
し
て
一
般
に
開
放
し
、
あ
る
い
は
、
選
手

た
ち
の
練
習
の
用
に
供
し
て
、
水
泳
の
技
術
を
練

磨
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
こ
の
体
育
館
が
、
も
う
け
仕
事
な
ど
は
考

え
な
い
で
も
、
す
べ
て
国
費
で
維
持
さ
れ
る
、
と

い
う
ふ
う
で
あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
。﹂︵
丹
下
健

三﹁
国
立
屋
内
総
合
競
技
場
の
経
験
﹂﹃
建
築
文
化
﹄

一
九
六
五
年
一
月
号
︶

　

丹
下
は
、
こ
の
競
技
場
が
記
念
碑
で
終
わ
る
こ

と
な
く
、
市
民
か
ら
選
手
ま
で
幅
広
く
日
常
的
に

使
わ
れ
る
、
よ
り
開
か
れ
た
公
共
空
間
と
し
て
生

き
続
け
る
こ
と
を
願
っ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
の
思

い
は
受
け
継
が
れ
た
だ
ろ
う
か
。
今
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
メ
ッ
カ
と
な
り
、
市
民
利
用
が
で
き
な
く

な
っ
た
そ
の
姿
は
、
ど
こ
か
孤
高
に
も
見
え
る
。

内部アリーナ全景

第 1 体育館外観

国立屋内総合競技場　1964 年
戦後復興と平和を象徴する空間

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程
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と
捉
え
た
。

　

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る
た
め
に
、

高
効
率
な
燃
料
電
池
や
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
タ
イ
プ

の
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を

集
合
住
宅
の
特
性
に
合
わ
せ
て
効
果
的
に
活
用

し
、
以
下
の
Ａ
～
Ｅ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。

A
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
住
戸
分
散
設
置
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
融
通

　

家
庭
用
固
体
酸
化
物
形
燃
料
電
池
︵
Ｓ
Ｏ
Ｆ

Ｃ
︶
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
各

住
戸
に
分
散
設
置
し
、
電
気
融
通
と
熱
融
通
の

実
験
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
次
世
代
型
Ｓ
Ｏ
Ｆ

Ｃ
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
機
の
運
転
試
験
も
実
施
す
る
。

・
発
電
電
力
の
住
戸
間
融
通
実
験

　

四
階
各
住
戸
の
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
を
可
能
な
限
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
定
格
出
力
で
運
転
し
、

発
電
余
剰
電
力
を
融
通
も
し
く
は
蓄
電
池
に
充

電
し
利
用
す
る
。
ま
た
、
余
剰
排
熱
は
共
用
部

の
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
︵
除
湿
・
加
湿
・
冷
房
が

可
能
な
試
作
機
︶
に
利
用
し
、
住
棟
内
空
調
の

省
エ
ネ
に
寄
与
す
る
。

第
11
回

NEXT21  フェーズⅣにおけるエネルギーシステム

田中　敏英
大阪ガス株式会社 リビング開発部 技術企画チーム マネジャー
1966 年生まれ。1989 年大阪大学工学部環境工学科卒業、1991 年同大学大学院工学研究科環境工学専攻博士前期課程修了。
1991 年大阪ガス株式会社入社。NEXT21 第 4 フェーズ検討委員会主査。

先月号に引き続き、本号も NEXT21 を取り上げます。サステナビリティの実現にはスケルトン・インフィ
ルのシステムとエネルギーのシステムはいわば車の両輪です。今回は、そのエネルギーシステムについて
大阪ガスの田中敏英さんにご紹介いただきます。先月号を未読の方は合わせてご覧いただければ幸いです。

は
じ
め
に

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
は
、
近
未
来
の
都
市
型
住
宅
の

あ
り
方
を
提
案
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大

阪
ガ
ス
株
式
会
社
が
一
九
九
三
年
十
月
に
建
設

し
た
実
験
集
合
住
宅
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
そ

の
時
々
の
時
代
を
反
映
し
た
テ
ー
マ
と
実
験
課

題
を
設
定
し
、
建
築
︵
住
ま
い
・
住
ま
い
方
︶

や
設
備
︵
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
︶
に
関
す
る

開
発
技
術
や
提
案
を
広
く
公
開
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
居
住
空
間
に
大
阪
ガ
ス
の
社
員
と

そ
の
家
族
が
入
居
し
、
一
五
年
間
︵
三
フ
ェ
ー

ズ
︶
の
実
証
実
験
を
実
施
し
て
き
た
。

　

昨
年
六
月
よ
り
、
第
四
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験

を
後
述
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
新
た
に
開
始
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
実
験
課
題
と
し
て
導
入
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

第
四
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
深
刻
化
す
る
環
境
問

題
、
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
人
・
自
然
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
住
ま
い
の
関
係
性
を
改
め

て
見
つ
め
直
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
第
四

フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験
で
は
、
二
〇
二
〇
年
頃
ま

で
の
都
市
型
集
合
住
宅
を
前
提
と
し
て
、﹁
環

境
に
や
さ
し
い
心
豊
か
な
暮
ら
し
﹂
を
追
求
す

る
。
そ
の
た
め
に
﹁
人
と
自
然
の
関
係
性
の
再

構
築
﹂、﹁
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
創
出
﹂、﹁
省

エ
ネ
・
ス
マ
ー
ト
な
暮
ら
し
の
実
現
﹂
を
具
現

化
す
る
﹁
住
ま
い
・
住
ま
い
方
﹂、﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
﹂
の
居
住
実
験
に
取
り
組
む
。

住
ま
い
・
住
ま
い
方
の
居
住
実
験

　

地
上
か
ら
屋
上
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
た
植
栽

と
そ
れ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
緑
の
回
廊
を
再

整
備
し
、
豊
か
な
環
境
の
享
受
や
管
理
を
通
じ

た
居
住
者
と
緑
地
と
の
心
地
よ
い
距
離
感
や
、

野
鳥
の
飛
来
や
植
物
の
自
生
等
に
よ
る
都
市
内

に
お
け
る
緑
地
の
役
割
・
つ
な
が
り
を
改
め
て

確
認
す
る
。

　

ま
た
、
住
戸
と
共
用
部
、
住
棟
と
地
域
の
間

に
中
間
的
な
領
域
を
設
け
、
住
戸︵
私
︶を
共
用

部︵
共
︶に
、
住
棟︵
共
︶を
地
域︵
公
︶に
開
く
こ

と
で
居
住
者
同
士
、
居
住
者
と
周
辺
住
民
と
の

関
係
性
の
創
出
を
目
指
す
。
具
体
的
に
は
、
住

戸
の
一
部
を
子
供
た
ち
に
開
放
で
き
る
住
戸
、

料
理
教
室
で
人
が
交
流
す
る
住
戸
、
居
住
者
同

士
や
居
住
者
と
地
域
住
民
が
交
流
で
き
る
共
用

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
そ
こ
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
建
築
上
・
使
用
上
の
課
題
を
検
証
す
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
居
住
実
験

　

第
四
フ
ェ
ー
ズ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

は
、
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
の
更
な
る
追
求
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
加
え
て
、
震
災
後
に
顕
在
化

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
課
題
︵
節
電
、
ピ
ー

ク
カ
ッ
ト
、
自
立
︶
に
対
し
て
も
合
理
的
に
解

決
を
導
け
る
も
の
を
目
指
し
た
。

　

一
方
、
都
市
居
住
に
お
い
て
環
境
に
や
さ
し

い
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
に
は
、
一
義

的
な
合
理
性
の
み
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
人
・
自
然
・
住
ま

い
・
都
市
の
関
係
性
を
改
め
て
見

つ
め
直
し
、
柔
軟
性
の
高
い
し
な

や
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
べ
き
と
考
え
た
。
そ
れ
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
共
同
利
用
や
融
通

す
る
ス
タ
イ
ル
を
導
入
す
る
こ

と
、
居
住
者
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
意

識
す
る
と
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
に
楽
し
さ
や
安
心
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
、
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

上
手
く
取
り
入
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
る
住
戸
や

住
棟
の
シ
ス
テ
ム
が
都
市
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
階
層
構
造
と

し
て
構
成
要
素
化
し
て
い
る
こ
と

・
太
陽
熱
と
組
み
合
せ
た
熱
の
有
効
利
用
実
験

　

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
発
電
効
率
の
高
い
分
、
排
熱
回

収
効
率
が
比
較
的
小
さ
く
、
冬
季
に
熱
不
足
の

可
能
性
が
あ
り
五
階
住
戸
の
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
で
は
、

屋
上
に
設
置
し
た
太
陽
熱
パ
ネ
ル
か
ら
の
熱
を

利
用
し
給
湯
の
省
エ
ネ
化
を
図
る
。
な
お
、
排

熱
が
余
る
場
合
に
は
住
戸
間
で
融
通
も
で
き
る
。

・
次
世
代
型
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
機
の
運

転
試
験

　

発
電
効
率
を
従
来
の
四
六
．五
％
か
ら
五
五

％
に
向
上
さ
せ
、
貯
湯
タ
ン
ク
を
小
容
量
に
し

て
発
電
ユ
ニ
ッ
ト
に
内
蔵
さ
せ
た
次
世
代
の
コ

ン
パ
ク
ト
型
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
試
作
機
を
試
験
運
転
す
る
。
発
電
効
率
や
排

熱
回
収
効
率
、
性
能
安
定
性
な
ど
の
基
礎
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
施
工
性
・
メ
ン
テ

性
な
ど
を
含
め
た
次
の
試
作
機
設
計
に
つ
な
が

る
課
題
を
抽
出
す
る
。

B
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
対
応
と
逆

潮
運
転

　

六
階
住
戸
で
は
、
購
入
電
力
の
削
減
の
た
め

に
電
力
消
費
パ
タ
ー
ン
を
変
化
さ
せ
る
デ
マ
ン

ド
レ
ス
ポ
ン
ス
の
実
験
を
行
う
。
そ
の
際
、
居

住
者
へ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
通
じ
て
節
電
を
促
す
だ
け

で
な
く
、
家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

発
電
量
を
自
動
的
に
定
格
出
力
ま
で
向
上
さ

せ
、
購
入
電
力
を
削
減
す
る
。
ま
た
、
逆
潮︵
分

散
型
電
源
の
発
電
電
力
が
商
用
電
力
系
統
に
流

れ
る
︶が
可
能
な
場
合
に
は
、
商
用
電
力
系
統

の
負
荷
低
減
に
貢
献
で
き
る
。

　

ま
た
、六
階
住
戸
の
家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
逆
潮
可
能
な
条
件
で
運
転

制
御
し
、
省
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
化
す

る
実
験
を
展
開
す
る
。逆
潮
が
可
能
と
な
れ
ば
、

家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
フ
ル
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
や
電
源

の
分
散
化
に
よ
る
リ
ス
ク
低
減
な
ど
家
庭
内
だ

け
で
な
く
社
会
へ
の
貢
献
も
期
待
で
き
る
。

　

な
お
、
今
回
の
実
験
は
逆
潮
を
想
定
し
た
も

の
で
、
発
電
電
力
を
商
用
電
力
系
統
に
流
す
の

で
は
な
く
、
六
階
住
戸
以
外
の
住
棟
内
で
利
用

し
て
い
る
。

C
停
電
時
自
立
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
停
電
時
に
ガ
ス
供
給
が
あ
れ
ば
、
自

立
発
電
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
停
電

時
に
常
時
共
用
設
備
で
利
用
し
て
い
る
停
電
対

応
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

︵
ジ
ェ
ネ
ラ
イ
ト
三
一
ｋ
Ｗ
︶が
自
立
運
転
し
、

各
住
戸
へ
も
電
力
供
給
す
る
こ
と
で
、
三
階
か

ら
五
階
の
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
自
立
運
転
機
能
に
頼
ら

ず
と
も
継
続
運
転
が
可
能
に
な
る
。

　

ま
た
、
六
階
の
各
家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
停
電
時
自
立
運
転
機
能
付
き
の
タ
イ

プ
と
し
て
い
る
。

D
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
導
入

　

居
住
者
の
省
エ
ネ
意
識
を
高
め
る
た
め
に
全

住
戸
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
の
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
導

入
し
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
を
見
え
る
化
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
融
通
や
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
な

ど
の
情
報
も
提
供
す
る
。
ま
た
、
端
末
を
見
る

機
会
の
増
加
や
居
住
者
間
の
情
報
交
換
、
交
流

に
も
役
立
つ
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の

メ
ニ
ュ
ー
も
搭
載
し
て
い
る
。

　

特
に
六
〇
一
住
戸
で
は
、
家
電
機
器
や
ガ
ス

機
器
の
操
作
機
能
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
別
・
部
屋
別
・

用
途
別
の
計
測
機
能
、
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
や
壁
掛
け
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
活
用
し
た
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
組
み
込
ん
だ
次
世
代
型
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
設
置

し
、
本
当
に
魅
力
的
な
商
用
化
に
つ
な
が
る
機

能
は
何
か
を
検
証
す
る
。

NEXT21 外観逆潮対応運転のイメージ（SOFC の場合）

E
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
組
み

合
せ

　

集
合
住
宅
の
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
と
効
果
的
に
組

み
合
わ
せ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、

太
陽
光
、
太
陽
熱
、
バ
イ
オ
ガ
ス
の
設
備
を
導

入
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
は
六
階
の
二
住
戸
に
設
置
し
、

当
該
住
戸
の
家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
と
も
に
自
家
消
費
電
力
を
賄
い
、
余
剰
電
力

は
住
棟
内
で
利
用
す
る
。
太
陽
熱
は
屋
上
に
設

置
し
た
真
空
管
式
集
熱
パ
ネ
ル
と
前
述
し
た
五

階
の
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
と
組
み
合
わ
せ
る
他
、
共
用
部

の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

排
熱
と
一
緒
に
吸
収
式
冷
温
水
機
の
熱
源
と
し

て
利
用
し
、
住
棟
セ
ン
ト
ラ
ル
空
調
の
省
エ
ネ

化
を
図
る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
は
各
住
戸
の
台
所
生

ご
み
を
集
約
し
、
メ
タ
ン
を
主
成
分
と
す
る
バ

イ
オ
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
都
市
ガ
ス
と
混
合
し

て
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

燃
料
と
し
て
有
効
活
用
す
る
。

最
後
に

　

今
回
紹
介
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
に
導
入
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
集
合
住
宅
だ
け
で
な

く
、
戸
建
住
戸
で
の
適
用
や
都
市
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
へ
の
展
開
の
可
能
性
の
あ
る
有

意
義
な
居
住
実
験
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
大

規
模
な
緑
化
や
自
然
空
間
と
の
つ
な
が
り
を
活

か
し
た
住
ま
い
方
も
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

で
快
適
な
住
環
境
を
提
供
す
る
重
要
な
要
素
で

あ
る
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
第
四
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
単
な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実
験
に
留
ま
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
の
住
宅
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
べ
き

姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
考
え
、
二
〇
二
〇
年

頃
ま
で
の
都
市
型
集
合
住
宅
を
前
提
と
し
た

﹁
環
境
に
や
さ
し
い
心
豊
か
な
暮
ら
し
﹂
を
追

求
し
て
い
く
。

エネルギーシステム概要図
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Gallery 建築作品紹介 住吉の家 設計：二井清治建築研究所
施工：SEEDS・CASA

阪堺線が走る道路に面したこの建物は、造園業を営む夫婦のための住ま
いです。建物の外観は片流れの一枚の大屋根と、低く抑えた玄関庇に
より落ち着いた佇まいとしています。壁と屋根は共に黒の金属板でシン
プルな仕上げとし、玄関周りは柱や板貼りの軒裏により木造建築の柔ら
かさを残しました。内部は朝日が差し込む東側の庭と午後の光を採り込
む西側の中庭のある居間を中心に、南側の主庭に面した日本間やプライ
ベートな部屋を配置しています。施主により作庭された屋外空間と室内
が一体となり、光と風を心地よく感じる住まいとなっています。

所 在 地：大阪市住吉区
用　　途：専用住宅
竣　　工：2013.4
構造規模：木造平屋建
敷地面積：368.48㎡
建築面積：137.31㎡
延床面積：123.07㎡
写　　真：松村芳治

堺の家 設計：井上久実設計室
施工：創建

敷地は堺市南区の小高い斜面地にあり、ゆったりと住宅が建ち並ぶ住宅
地です。南東に視線が抜ける絶好の景色を利用して、南東側をテラスに
した L 型の平面形状としました。厳しい北側斜線をかわしながら建物ボ
リュームを確保しつつ、道路から 1.5m 上がった敷地の条件から、L 型の
内部は大きな勾配屋根をもつ黒色の北側の箱と白い壁の西側の箱に分け、
その二つをレベル差で繋げて，全体をスキップフロアの構成としました。
段差を活かし、半埋め込みの音楽室や道路とゾロの駐車場、半階上がっ
たところにプライベートゾーンを集約し積み上げ、最上部に眺めの良い
リビングと小上がりの和室空間が一体となった大空間を配しました。

所 在 地：堺市南区
用　　途：専用住宅
竣　　工：2013.8
構造規模：木造一部RC造
　　　　　地下1階地上2階
敷地面積：253.10㎡
建築面積：100.42㎡
延床面積：234.76㎡
写　　真：冨田英次
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INFORMATION

会期　開催中〜3月23日（日）
時間　9：30〜17：00（入館は閉館30分前まで）
休館日　月曜日
観覧料　800円
問合・会場　大阪市立東洋陶磁美術館
　　　　　 大阪市北区中之島1-1-26
　　　　　 Tel.06-6223-0055
http://www.moco.or.jp

大阪市立美術館
特別展「第45回 日展」

今回の応募作品総数は13,919点で、入選
点数2,358点となり、大阪展では全国を巡
回する日展の大家作家による作品と、入賞
者の作品からなる基本作品273点に加え
て、大阪・奈良・和歌山・兵庫の地元作家に
よる入選作品等349点の、合わせて622点
を陳列。現代日本美術界を代表する巨匠か
ら、第一線で意欲的に活躍している中堅、新
人の作品が一堂に展覧されます。
主催　大阪市立美術館、読売新聞大阪本社
会期　2月22日（土）〜3月23日（日）
休館日　月曜日
時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）
会場　大阪市立美術館（天王寺公園内）
　　　大阪市天王寺区茶臼山町1-82
観覧料　一般1,000円（前売800円）
問合　大阪市総合コールセンター
　　　Tel.06-4301-7285

優秀卒業生表彰制度新設のご案内

建築業界の将来を担う優秀な学生を表彰し、
より一層の精進に期待することを目的として、

「優秀卒業生表彰制度」を新設しました。
申込締切　式典等の1ヶ月前
詳細につきましては、本会HPをご覧ください。

「設計者向け初開催」
平成25年度大阪府住宅省エネル
ギー設計技術講習会開催

木造戸建住宅を対象に、省エネルギー住宅の
設計計画及び設計性能を実現するための施工
技術の重要性について解説を行うとともに、省エ
ネ性能の評価方法として改正省エネ基準に基
づく省エネ計算方法の解説と演習を行います。
講習会日程　下記日程のうち、いずれか1日

2/6（木）、2/9（日）、2/12（水）、2/19（水）
講習時間　10：00〜17：00
会場　大阪木材会館　6階　
　　　大阪市西区新町3-6-9　
※地下鉄西長堀駅より徒歩2分【専用駐車場は

ありません。周辺の有料駐車場をご利用ください】
費用　1,000円（受講料）＋別途修了証発行
　　　手数料
主催・問合　大阪住宅センター
　　　　　 Tel.06-6253-0073
　　　　　 小角（こすみ）・寺尾
※詳細はHP（http://www.shoene.org/）もし

くは上記問合せ先へお問合せください。

泉北ニュータウン戸建て住宅活用
シンポジウム−子育て世帯も安心のシェ
アハウス・こだわりを実践する家−

泉北ニュータウンの戸建て住宅において、新
しく誕生したシェアハウスの紹介をするとと
もに、泉北ニュータウンならではの豊かな暮
らし方、こだわりの実践方法をお伝えします。
内容
　第1部　プロジェクト紹介

『多世代型シェアハウス誕生−戸建て空
き家改修プロジェクト「緑道下の家」−』

　第2部　パネルディスカッション
『泉北ニュータウンの戸建て住宅に住む−
こだわりを実践する家−』

コーディネーター　白須寛規（designSU代表）
パネリスト 西上孔雄（NPO法人すまいるセンター代表）
 松本尚子（木村松本建築設計事務所）
 アサダワタル（事編kotoami代表）
 泉北ニュータウン在住・実践者（以下2名）
 宮前茂子（うつわと暮らしの道具sizuku店主）
 利安和子（グループスコーレ代表）
日時　3月1日（土）　14：00〜16：30
会場　パンジョホール
　　　泉北高速鉄道「泉ヶ丘駅」徒歩3分
　　　南区茶山台1丁3-1パンジョ5階
参加費　無料　定員　150名
申込方法

住所・氏名・連絡先を電話またはメール、
FAX、はがきにて2月27日までに申込先へ

主催・申込・問合
　堺市建築都市局ニュータウン地域再生室
　〒590-0078　堺市堺区南瓦町3番1号
　Tel.072-228-7530 Fax.072-228-8468
　Mail:nisai@city.sakai.lg.jp
詳細はHPをご覧ください。
http://www.city.sakai.lg.jp/shisei/toshi/
senbokusaisei/kodatesymposium140301.html

BIM Seminar OSAKA 2014

コンピューター上に3次元の建物情報モデ

ルを構築する「BIM(Building Information 
Modeling)」と呼ばれる新たな手法が、建築
業界で注目を集めています。BIMは、設計者
や施工者だけでなく、建物にかかわるすべて
のステークホルダーがメリットを享受できる
手法であるべきです。発注者や建物の利用
者に対して、BIMを活用することでどのよう
なことが提案できるのかをテーマとし、発注
者、設計者、施工者のそれぞれの立場から、
意見を交換できる場としてのセミナーです。
日時　2月7日（金）
　　　開場13：30　開演14：00
参加費　無料　定員　250名（事前登録制）
会場　建設交流館 グリーンホール
問合　BIMセミナーOSAKA2014実行委員会
　　　（日刊建設通信新聞社内）
　　　bimosaka@kensetsunews.com
　　　Fax.06-6944-9197
http://www.kensetsunews.com/

平成26年 鉄筋コンクリート系マンション
健康診断技術者講習会（大阪会場）

建築基準法第12条第1項に基づき定期調査
を行う特殊建築物等調査資格者、一級建築
士、二級建築士を対象に、特に鉄筋コンク
リート系マンションの定期調査に秀でた定
期調査専門技術者を養成し、マンション管
理組合の維持管理をサポートするため、講
習会を開催します。 
主催　（一財）日本建築防災協会
日時　3月25日（火）　9：50〜17：00
会場　大阪YMCA会館2階ホール
　　　大阪市西区土佐堀1-5-6
定員　140名
受講料　18,000円
　　　　（テキスト・技術者証代・消費税含）
テキスト　鉄筋コンクリート系マンション健康診

断技術者講習テキスト（平成26年版）
申込締切　3月7日（金）
　　　　　但し、定員になり次第締切
申込　（一財）日本建築防災協会
　　　Tel.03-5512-6453

大阪市立東洋陶磁美術館
国際交流企画展「定窯・優雅なる白の世界−
窯址発掘成果展」

定窯窯址の出土品66点を日本で初めて紹
介します。

応募時に建築士会の正会員である者に限る。
2. 応募締切　2月21日（金）［当日消印有効］
3. 提出先　日本建築士会連合会
4. 作品審査委員会

委員長　村松映一
　　　　（㈱村松映一建築計画室主宰）
委員（50音順）

石山修武
（早稲田大学教授）
岸　和郎

（京都大学教授）
櫻井　潔

（㈱櫻井潔建築設計事務所・ETHNOS代表）
鈴木博之

（青山学院大学教授）
竹原義二

（無有建築工房代表）
難波和彦

（㈱難波和彦・堺工作舎代表）
松川淳子

（㈱生活構造研究所取締役特別顧問）
※応募の詳細については、連合会HPをご覧

ください。
問合　（公社）日本建築士会連合会
Tel.03-3456-2061 Fax.03-3456-2067
http://www.kenchikushikai.or.jp/

建築士の会　「南河内」
東高野街道歴史散策 IN 安堂
〜柏原市安堂から羽曳野市古市間の歴史街
道を散策しましょう〜
3/1　CPD2単位（予定）

東高野街道は、京から高野山への参詣路と
して、河内国を南北（八幡、枚方、交野、四
條畷、東大阪、八尾、柏原、藤井寺、羽曳
野、富田林、河内長野）に貫く、数少ない歴
史街道です。今回は、そのうち近鉄安堂駅付
近から羽曳野市古市駅までを市歴史ボラン
ティアの方の案内のもと、散策します。
日時　3月1日（土）　12：30〜受付
　　　13：00出発〜16：30解散予定
集合場所　リビエールホール市民文化会館1階ホール
　　　　　　（近鉄大阪線安堂駅下車すぐ）
参加費　1,000円

（資料代、保険代、梅園入場料含む。）
※懇親会参加費　別途3,500円程度必要
定員　30名（申込先着順）
行程　13：00文化会館出発⇒大和川付替記

念碑⇒松永白州記念館⇒国府遺跡⇒
志貴縣主神社⇒道明寺⇒土師神社
⇒道明寺天満宮⇒梅園⇒誉田八幡
宮⇒16：30古市駅前までの約3.5時間
程度の歴史散策ウォーキングです。

※参加証は実施1週間前に出状予定です。

一般府民を対象とした建築相談の
おしらせ

一般府民を対象とした建築相談では4月よ
りこれまで月・水・金の週3回実施してき
ました電話による建築相談を下記のとおり
毎日実施します。
月〜金の毎日13：00〜16：00
電話相談料　無料
また建築相談に協力いただける会員を募集してい
ます。詳細は事務局までお問い合わせください。

参加費　500円（資料代・学生は無料）
定員　200名（申込先着順）
交流パーティー参加費
　　　一般5,000円・学生3,000円
定員　100名
会場　たかつガーデン
申込・問合　近畿建築士会協議会青年部会
事務局　Tel.075-211-2857
詳細は近建青HPをご覧ください。
http://www.kinkensei.com

第59回大阪建築コンクール（隔年
開催）募集案内
2/17〜2/28

本コンクールは、建築士と社会とのかかわりを
通じて建築作品を評価し、その優れた実績を
たたえ、建築作品の設計者である大阪府建
築士会正会員または大阪府在住もしくは在
勤の設計者を表彰するものです。同時に行う
渡辺節賞については、新しい建築文化の原
動力となる若い優れた設計者を表彰します。
応募資格
大阪府知事賞部門

大阪府建築士会正会員または大阪府在住
もしくは在勤の者

渡辺節賞部門
大阪府建築士会正会員または大阪府在住
もしくは在勤の者で完了検査済証発行日
現在39歳以下である者

対象建築物　建物の種類・規模は問わない
2009年1月1日から2013年12月31日の間
に竣工し、完了検査済証の交付を受けた建
築物で建築位置が近畿二府四県であること

審査委員
　委員長　本多友常（摂南大学教授）
　委員（※50音順）

長坂　大（京都工芸繊維大学教授）
濵田　徹（鹿島建設㈱関西支店専任役）
平田　真（大阪府住宅まちづくり部
　　　　 公共建築室室長）
松隈　洋（京都工芸繊維大学教授）
萬田　隆（tmsd萬田隆構造設計事務所、
　　　　 大阪産業大学）

応募期間　2月17日（月）〜2月28日（金）
　　　　　（2月28日消印有効）
応募料　本会正会員  1作品につき10,000円
　　　　会員外　　 1作品につき30,000円
※ただし、応募時に大阪府建築士会に入会申込及

び会費入金をした場合は本会会員金額とします。
※詳細は、本会ホームページをご覧ください。
問合・提出先　本会大阪建築コンクール事務局

第42回会員作品展 募集のご案内

主催：（公社）日本建築士会連合会
全国の建築士会会員の創意と努力に満ちた
建築作品を募集、連合会HPに掲載し、会員
相互の技術を高めることを目的とします。そ
の中から特に秀でた建築作品を「平成26年
日本建築士会連合会賞」として、その作品の
設計者である建築士会会員を表彰します。
■応募要項（抜粋）
1. 応募対象

平成２３年以降に竣工し、検査済証の交付を
受けた建物で、その種類、規模等は問わない。

会員の皆様へ
「応急危険度判定士」資格取得のお願い

本会では、大地震発生時に市民の安全を確
保するため、全会員の皆様を対象として「被
災建築物応急危険度判定士」の資格取得
キャンペーンを実施しております。
この機会に判定士養成講習会を受講され、
本会判定士ネットワークへの登録をお願い
いたします。

被災建築物の応急危険度判定養
成講習会
2/19　CPD4 単位

日程　2月19日（水）
時間　13：30〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　各150名（申込先着順）
受講資格　大阪府内在住または在勤する一級

建築士、二級建築士、木造建築士
及び建築基準適合判定資格者。

受講料　無料　テキスト代　1,500円（税込み）
申込先・問合先
　一般財団法人大阪建築防災センター耐震部
　Tel.06-6942-0190

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務のご案内
〜平成26年1月より耐震評価業務を開始〜

「建築物の耐震改修の促進に関する法律」の
改正による、広域緊急交通路の沿道建築物
や不特定多数が使用する5,000㎡以上の大
規模建築物などの耐震診断等の義務化等に
伴い、本会は大阪府から耐震評価機関の指定
を受け、有識者や実務者の委員で構成される
「建築物耐震評価委員会」を設置しました。
平成26年1月より耐震評価業務を開始しま
したので、ご活用していただきますようご案
内します。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構造
　種別は問いません。また、他府県の建築物
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の割引があります。
詳細につきましては本会ホームページをご覧くだ
さい。

平成25年度 建築士定期講習
3/26　CPD6単位

建築士事務所に所属の一級・二級・木造建築
士で、平成22年度に建築士定期講習を受講

された方が対象です。なお、平成22年度以前
に建築士試験に合格し、本講習を未受講の方
は、平成25年度中に必ず受講してください。
■日時・会場
　3/26（水）　9：30〜17：30
　　大阪国際会議場、定員300名
　　会場コード5C-54
■申込締切日
　2/28（金）申込書必着
　※大阪での申込受付は簡易書留での郵送
　　のみです。
　※定員に達し次第、受付を終了します。
■受講料　12,900円（消費税含）
■申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

実践建築スクール《大阪府知事指定講習》
木造住宅設計・監理コース
2/7〜2/21　CPD18単位

◎本講習会は申込者が定員に達しましたの
　で受付を締切ました。
日時　2014年2月7日、14日、21日の3日間
　　　全日程とも（金）　9：30〜16：50
会場　大阪府建築健保会館5階
内容　木造の基礎知識、基本設計、実施設計、

地盤・基礎設計、軸組設計、耐風・耐震
設計、確認申請、工事監理

定員　50名（申込先着順）
受講料　建築士会会員15,000円、
　　　　一般19,000円
テキスト代　3,000円（ひとりで学べる木造の
　　　　　　　　　 壁量設計演習帳）

第21回地域実践活動発表会
近畿あーきてくと2014
エネルギー〜今だからこそ考える〜
2/8　CPD4単位

近畿各地の様々な地域実践活動の発表会を
本年度も開催。発表会後には発表者の方々
との交流パーティーも開催します。
発表者とテーマ
1 和歌山県　「和歌山県庁本館」出版事業　
　　　　　　高垣晴夫
2 兵庫県　「たじまde ナイト」
　　　　　西脇聖嗣
3 学生　木造耐力壁ジャパン カップへの挑戦
　　　　滋賀職業能力開発短期大学校　
　　　　福井佑真・前村晋吾・山本将平
4 滋賀県　ガソリンスタンドはまちのエコロジー
　　　　　ステーション　青山裕史
5 大阪府　親と子の都市と建築教室：まちをつく
　　　　　ろう2013 「エネルギーのまちをつくろう!」
　　　　　室木　裕
6 京都府　地球主義な暮らし方セミナー　
　　　　　大村利和
7 奈良県　社会福祉法人慈光園地中熱利用
　　　　　空調システム導入推進事業　
　　　　　中原一晃
日時　2月8日（土）　13：00〜17：30
　　　（開場12：30）
□協賛展示・会場入替　17：30〜18：30
□交流パーティー　18：30〜20：30
会場　たかつガーデン8F
　　　大阪市天王寺区東高津町7-11
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せ
ん
。
反
面
、
公

益
目
的
事
業
の
活
性
化
は
短
期
的
に
可
能
な
事
案

で
す
。

事
業
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
公
益
社
団
法
人
の
冠

を
活
か
し
た
活
動
が
最
も
現
実
的
で
有
効
な
手
段
で

あ
り
、
常
設
委
員
会
の
企
画
力
が
必
要
と
さ
れ
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
主
軸
と
な
る
の

が
役
員
構
成
で
す
。

平
成
24
年
10
月
17
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
組
織

の
ス
リ
ム
化
の
も
と
、
理
事
数
を
26
年
度
ま
で
に
38

名
程
度
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
減

員
に
よ
り
会
長
方
針
を
理
事
に
伝
承
し
や
す
く
し
、

会
長
・
理
事
間
の
齟
齬
を
な
く
し
、
ま
た
理
事
の
職

責
を
明
確
に
し
て
多
人
数
に
よ
る
責
任
の
希
薄
化
を

避
け
る
方
針
で
す
。

理
事
減
員
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
役
員
候
補
者

の
選
定
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。

こ
の
た
び
新
設
い
た
し
ま
し
た
理
事
・
監
事
候
補
者

選
考
委
員
会
は
、
本
会
役
員
の
役
割
と
人
物
評
価

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
多
岐
に
亘
る
建
築
分
野
か

ら
幅
広
く
人
材
を
発
掘
で
き
る
場
で
あ
り
、
役
員

構
成
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
に
女
性
や
若
年
層
を

登
用
す
る
機
会
に
も
配
慮
で
き
、
本
会
の
時
事
に
対

応
し
た
新
し
い
意
見
や
考
え
方
を
取
り
入
れ
や
す
く

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
当
該
選
考
委
員
会
に
お
い
て
役
員
候

補
者
を
協
議
し
、
そ
の
結
果
、
理
事
会
承
認
を
経

て
推
薦
さ
れ
た
役
員
候
補
者
を
定
款
に
則
り
定
時

総
会
の
決
議
を
も
っ
て
選
任
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
理
事
会
に
お
け
る
当
該
選
考
委
員
会
の
設
置

承
認
に
際
し
ま
し
て
は
、
設
置
３
年
目
を
目
処
に
成

果
を
精
査
し
、
不
具
合
な
と
こ
ろ
は
改
善
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
会
運
営
に
関
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。以

上

大阪市立美術館特別展「第45回日展」
洋画「五穀を生み出す大気津比賣神（古事記）」

　　　　　　小灘一紀（評議員）

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ

Sponsorship
建築士会からのお知らせ

Others
その他のお知らせ

〔本会催しの詳細及び参加申込方法〕　この INFORMATION ページの詳細は本会ホームページにも同時掲載しており、ホームページから直接
お申し込みすることができます。下記の本会ホームページへアクセスしてください。なお、建築士定期講習会は郵送のみの受付となっています。

【大阪府建築士会ホームページ】　http://www.aba-osakafu.or.jp/
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理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　
一月
二
十
二
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
五
名
、
監
事
二
名

︵
１
︶
会
計
報
告
の
承
認

十
二
月
末
日
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、収
益
一一
六
、八

〇
二
、二
四
八
円
、費
用
一一
二
、四
〇
一
、〇
七
八
円
、増

減
四
、四
〇
一
、一
七
〇
円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
た
。

︵
２
︶
収
支
報
告
︵
決
算
見
込
み
︶

現
時
点
で
の
決
算
見
込
み
は
収
支
差
引
約
六
〇
万

円
の
予
測
と
な
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

︵
３
︶
次
期
役
員
候
補
者
の
承
認
に
つ
い
て

前
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
各
推
薦
対
象
者
に
内

諾
を
得
た
こ
と
を
報
告
し
、
こ
れ
に
伴
い
理
事
推

薦
者
一
六
名
、
監
事
推
薦
者
一
名
を
定
時
総
会
に

諮
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

︵
４
︶
優
秀
卒
業
生
表
彰
制
度
に
つ
い
て

建
築
界
の
将
来
を
担
う
優
秀
な
学
生
を
表
彰
し
、

卒
業
後
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
新
設
を
承
認
し
た
。

︵
５
︶
一
級
設
計
製
図
通
信
講
座
に
つ
い
て

講
習
会
形
式
に
参
加
で
き
な
い
方
、
ま
た
遠
方
の

方
な
ど
を
対
象
に
し
て
参
加
機
会
を
拡
大
す
る
趣

旨
で
新
設
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

︵
６
︶
耐
震
評
価
機
関
利
用
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

本
月
よ
り
開
始
し
た
標
記
機
関
を
役
員
・
委
員
が

率
先
し
て
広
報
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
べ
く
協
力

依
頼
を
し
た
。

︵
７
︶
地
域
サ
ー
ク
ル
活
動
の
強
化
策
に
つ
い
て

地
域
活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
、
特
に
地
元
行
政

庁
と
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
応
急
危
険

度
、
耐
震
診
断
、
耐
震
評
価
業
務
、
建
築
相
談
、

景
観
整
備
等
々
の
諸
施
策
に
関
連
し
て
本
会
の
方

針
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
行
政
庁

訪
問
を
充
実
さ
せ
る
。

　
　

建
築
相
談

　
　

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
十
八
︶

　
　

発
注
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

編
・
文　

橋
本
頼
幸

　

今
月
の﹁
建
築
相
談
﹂コ
ー
ナ
ー
は
、相
談
員
の
阿

部
芳
明
様
に
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。建
築
に
限

ら
ず
、専
門
に
し
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
や
り

と
り
は
、な
る
べ
く
専
門
用
語
を
使
わ
な
い
よ
う
に
は

心
が
け
て
い
て
も
、つ
い
う
っ
か
り
無
意
識
に
使
っ
て
し

ま
っ
た
り
、専
門
用
語
の
つ
も
り
で
な
く
使
っ
た
り
し

て
い
る
も
の
で
す
。丁
寧
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
十
分
に
説
明

し
、相
手
の
思
い
や
考
え
を
確
認
す
る
事
も
設
計
者

に
と
っ
て
大
切
な
作
業
に
思
い
ま
す
。そ
ん
な
お
話
し

を
頂
き
ま
し
た
。

　

電
話
に
よ
る
建
築
相
談
を
受
け
て
い
る
と
、一
番
多

い
の
は
設
計
者
・
施
工
者
と
発
注
者
の
イ
メ
ー
ジ
と

出
来
上
が
っ
た
建
物・設
備
の
仕
上
が
り
や
、使
わ
れ

て
い
る
材
料
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア・カ
ラ
ー
等
な
ど
の
認
識

の
違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
で
す
。設
計
者・
施

工
者
と
発
注
者
で
は
知
識
レ
ベ
ル
が
当
然
違
い
ま
す

の
で
、設
計
者・施
工
者
は
発
注
者
が
当
然
わ
か
っ
て

い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
説
明
す
る
の
を
割
愛
し
た
こ
と

が
、発
注
者
に
は
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、了
承
さ

れ
た
事
柄
が
解
釈
の
違
い
で
、完
成
後
思
っ
て
い
た
仕

上
が
り
と
違
っ
て
い
る
な
ど
の
ク
レ
ー
ム
か
ら
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　

私
も
流
通
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
、シ
ョッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
を
経
営
者
や
商
品
部
の
方
々
に

し
た
時
、商
品
部
の
担
当
者
か
ら
建
築
の
言
葉
は
、

英
語
を
聞
く
よ
り
難
解
で
理
解
出
来
な
い
。例
え

ば﹁
犬
走
り
、ハ
ト
小
屋
、キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
と
は
、一

体
、な
ん
の
こ
と
で
す
か
？
﹂な
ど
と
質
問
が
あ
り
、プ

レ
ゼ
ン
ボ
ー
ド
で
そ
の
場
所
を
指
し
な
が
ら
説
明
し
ま

し
た
。当
時
の
経
営
者
や
商
品
部
の
担
当
者
は
建
物

の
形
状
や
設
備
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
く
、最
大
の

関
心
ご
と
は﹁
こ
の
建
物
や
売
場
で
売
上
高
や
利
益

が
ど
の
く
ら
い
稼
げ
る
の
か
？
﹂と
言
う
事
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
に﹁
中
華
料
理
店

の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
使
用
し
て
い
る
赤
色
は
、食
欲
を
そ

そ
る
色
と
、一
般
的
に
イ
ン
テ
リ
ア
業
界
で
は
言
わ
れ

て
い
ま
す
。﹂と
か
、﹁
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
で
、お
客
様
入
り
口
部
分
に
青
果
売
場
を
も
っ
て
く

る
の
は
、野
菜
や
果
物
は
赤・緑・黄
色
な
ど
華
や
か
で

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
の
で
、鮮
魚・肉・惣
菜・
ド

ラ
イ
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
の
売
場
に
比
較
し
て
お
客
様
の
目

線
を
引
き
、店
内
に
誘
導
で
き
る
確
率
が
高
い
か
ら
で

す
。ま
た
、売
場
の
コ
ー
ナ
ー
に
鮮
魚
と
惣
菜
を
も
っ
て

く
る
の
は
、鮮
魚
や
惣
菜
は
、対
面
販
売
を
す
る
の
で
、

売
場
か
ら
調
理
場
で
作
業
し
て
い
る
従
業
員
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
お
客
様
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
、マ
グ
ネ
ッ

ト
の
役
割
を
は
た
し
、お
客
様
を
店
内
に
誘
導・回
遊

さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。﹂な
ど
と
分
か
り
易

く
説
明
し
た
つ
も
り
で
も
、完
成
後
、多
く
の
ク
レ
ー
ム

が
あ
り
手
直
し
作
業
を
し
ま
し
た
。全
て
で
は
な
い
に

し
て
も
、極
論
す
れ
ば
、建
設
業
界
の
常
識
は
世
間
で

は
非
常
識
と
考
え
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し

た
。ま
た
、設
計
事
務
所
開
設
後
手
が
け
た
医
療
ビ
ル

や
診
療
所
で
は
、経
験
が
乏
し
い
初
期
の
頃
、床
材
の

選
定
で
独
善
的
な
考
え
方
で
面
白
い
と
思
い
石
張
り

の
イ
メ
ー
ジ
で
表
面
に
少
し
凹
凸
の
あ
る
床
材
を
使

用
し
た
と
こ
ろ
、訪
問
す
る
た
び
に
、医
師
が
床
材
を

布
で
掃
除
さ
れ
て
い
る
の
で﹁
ど
う
し
た
の
で
す
か
？
﹂

と
尋
ね
た
ら﹁
床
材
に
突
起
が
あ
る
の
で
、そ
こ
に
患

者
の
靴
の
泥
が
つ
く
の
で
、拭
い
て
い
る
の
で
す
。特
に

雨
の
日
は
大
変
で
す
。﹂と
言
わ
れ
赤
面
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
経
験
か
ら
、発
注
者
と
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
良
く
と
り
相
互
理
解
に
努
め
、ま
た
、あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
知
識
の
習
得
を
心
が
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

国
立
文
楽
劇
場
に
お
け
る
、今
年
度
の
有
料
入
場
者
数
が

お
よ
そ
一
〇
万
一二
〇
〇
人
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。こ
の
こ
と
は
、

大
阪
市
が
設
定
し
た
文
楽
協
会
へ
の
補
助
金
満
額
支
給
ラ
イ

ン
を
下
回
り
、補
助
金
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

そ
も
そ
も
文
楽
と
は
、日
本
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
の
一つ

で
、太
夫・三
味
線・人
形
が
一
体
と
な
っ
た
総
合
芸
術
と
謳
わ

れ
る
。古
く
は
江
戸
時
代
初
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、当
初
は

あ
や
つ
り
人
形
、後
に
人
形
浄
瑠
璃
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。近
松
門
左
衛
門
ら
の
作
品
に
よ
り
全
盛
期
を
迎
え
る

が
、そ
の
後
は
盛
衰
を
繰
り
返
し
た
。幕
末
、淡
路
の
植
村
文

楽
軒
が
大
阪
で
は
じ
め
た
一
座
が
中
心
的
な
存
在
と
な
り
、

文
楽
が
人
形
浄
瑠
璃
の
代
名
詞
と
な
る
ま
で
に
至
っ
た
の
だ
。

　

現
在
の
劇
場
は
、昭
和
五
九
年︵
一
九
八
四
年
︶に
竣
工
。

構
造
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
規
模
は
地
下
二
階・

地
上
五
階
建
て
。設
計
監
理
は
黒
川
紀
章
建
築
都
市
設

計
事
務
所
が
お
こ
な
い
、施
工
は
竹
中
工
務
店・錢
高
組
の

Ｊ
Ｖ
に
よ
る
。

　

他
と
一
線
を
化
す
佇
ま
い
は
、ミ
ナ
ミ
の
繁
華
街
に
あ
っ

て
、程
よ
い
緊
張
感
と
必
要
な
静
け
さ
を
も
た
ら
し
て
い

る
。大
阪
が
育
ん
だ
世
界
無
形
文
化
遺
産
を
、私
た
ち
は
ど

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
。も
っ
と
関
心
を
持
ち
た
い
。

建築人　２
　　　　　　　　　  　2014

監修　　公益社団法人大阪府建築士会

　　　　建築情報委員会
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中宮キャンパス近接地に開設された本施設は、英語教育をベースに
学生、留学生、地域住民、社会人の知的交流を図ることを目的とした、
地域、世界に開かれた新しい教育の創造・創発の場としての
施設である。
深い庇に守られた透明感あるファサードで内部の活気が表通りや
中庭に溢れ出す計画とし、地域住民参加イベントなどの先駆的取
り組みや活動を広く街や社会にアピールする、ショーケースとしての
デザインを志向した。
内部は上層階にずれながら広がっていく緑豊かな中庭を中心に、
イベントや日常のコミュニケーションを誘発する場、仕掛けを多く盛り
込み、国籍や世代を越える知的刺激に満ちた交流空間とすること
を目指した。
また、共用部天井は豆砂利を仕込み特殊工法で鏡面仕上げとした
ＧＲＣとし、２辺支持ガラスを通して内外連続とすることにより、周囲
の緑や通りの賑わい、学生の動きなどが庇を介して柔らかく天井に
映し込まれ、緑豊かな中庭・外部空間との一体感を感じる光にあふ
れた快適な学習空間を実現した。
撮影：古田雅文　第33回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
勝山　太郎 1990年 日建設計入社
  現在 設計部 設計部長
多喜　　茂 1991年 日建設計入社
  現在 設計部 設計主管
若江　直生 2006年 日建設計入社
  現在 設計部
白井尚太郎 2009年 日建設計入社
  現在 設計部

■建物データ
設　　計：株式会社日建設計
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪府枚方市上野3-600-4
用　　途：大学
竣　　工：2012年7月
構造規模：S造、一部SRC造
　　　　　地下1階、地上4階
敷地面積：4,910.77㎡
建築面積：2,925.95㎡
延床面積：9,809.69㎡


